
編　集　後　記（あとがき）

　令和５年度の山形市水道100周年にあた
り、「山形市水道百（100）年史」を編集す
ることになり、令和３年度から本格的に編集
作業が始まりました。編集は昭和51年９月
１日に発行された「山形市水道五十年史」
と平成７年３月24日に発行された「山形市
水道七十年史」の内容を引き継ぐ形式をと
り、山形市の江戸期の水事情から、大正12
年（1923年）の通水に至るまでの水道黎明
期から創設期までの状況、人口と水需要の増
加に伴う昭和期以降の４回にわたる水道事業
拡張期の動向、拡張から維持管理と次世代に
向けた新たな上下水道事業の構築についての
取組みを盛り込み、水道事業を柱とした「山
形市の水道通史」をコンセプトとして編集し
ました。
　本史を水道事業の歴史的経過として編集し
た目的は、「温故知新」の言葉の通り、現在
の水道事業は、創設に関わった先人たちの熱
い思いとご尽力の結晶であるとの思いからで
す。新たな取り組みは常に前計画を評価し、
成果と課題を明確にして方針を決め進めます
が、経年変化を調べるためには、更にさか
のぼって事業の詳細を確認する必要がありま
す。特に水道事業の施設や管路は耐用年数が
長いため、世代を超えた情報の伝達と共有が
必要になります。その点からも、未来の新た
な水道事業を構築するため、過去・現在の水
道事業の取り組みを「水道100年のあゆみ」
として編集することは、将来に向け大変意義
深いことであると考えています。
　特に、「山形市水道五十年史」では、収集
した膨大な明治・大正期の資料と学術的研究
を基に編集されており、過去の水道事業を知
る貴重な資料となっています。また、「七十
年史」は、平成以降の動向が詳細に記述され

ているため、水道施設の維持管理を行う上で
事業の詳細確認に活用されています。
　なお、山形市上下水道部では、平成28年
３月に「山形市下水道50年史」を編集・発
行していますが、本史では上水道事業を中心
にしながらも下水道事業についても取り上げ
編集しています。
　現代社会は、あらゆる面で加速度的に変化
を遂げ、50年・100年後を見通すことが困難
な社会になりつつあります。特に人口減少に
よる労働力不足とそれを補おうとするＡＩ
（人工知能）の利用拡大は、私たちの生活を
どのように変えていくのか。想像することは
できても、明確に答えられる人はいません。
将来的には多くの事業でAIを積極的に取り入
れ、産業社会を変えていくかもしれません。
しかし、社会が変わっても「変わらないも
の」「変わってはいけないもの」があるはず
です。上下水道事業は市民が「安全と安心と
幸福」を享受するための事業であり、「人と
人のつながり」が土台にあります。今後、開
発される新たな技術が「人の安全と安心そし
て幸福」を支えるものであってほしいと願っ
ています。
　結びになりますが、本史の編集にあたり、
関係機関のみなさんと多くの職員から資料の
提供、寄稿していただきました。心より感謝
申し上げます。本史がこれからの山形市上下
水道事業推進において一助になることができ
れば幸いです。
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